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協議会名： 北広島市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： JR北広島駅バリアフリー化事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価案（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

北海道旅客鉄道株式会社
（千歳線北広島駅）

通路手摺り新設 － Ａ
計画通り事業は適切に実施
された。

Ａ
視覚障害者、高齢者等の利便
性、安全性が向上した。

なし。

列車運行案内設備新設

視覚障害者、高齢者等の利便
性、安全性が向上した。

なし。

なし。

聴覚障害者、高齢者等の利便
性、安全性が向上した。

なし。

なし。

誘導・警告ブロック新設 － Ａ
計画通り事業は適切に実施
された。

Ａ
視覚障害者等の利便性、安全
性が向上した。

－ Ａ
計画通り事業は適切に実施
された。

－

聴覚障害者、高齢者等の利便
性、安全性が向上した。

Ａ

Ａ

触知案内図新設 － Ａ
計画通り事業は適切に実施
された。

Ａ

計画通り事業は適切に実施
された。

Ａ

音響設備・監視装置新設



令和○○年○月○○日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

○○交通（株）

運行系統名：○○線
運行区間：○○～○○～○○
運行回数：○○回
運賃：○○○円

【車両減価償却費等国庫補助】

ダイヤを見直し、○○における
地域間幹線系統との接続を改
善した。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

高校生の利用が想定を下
回ったこと等により、輸送人
員は目標５０人/日に対し
３８人/日であった。

車両の取得時期が、○カ月
遅れたことにより、費用削減
効果が十分に現れなかっ
た。

高校生を対象としたモビリティ
マネジメント（学校MM）を実施
するとともに、下校時のダイヤ
設定の見直しを検討する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業） 【記載例】

○○市公共交通活性化協議会

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

協議会が複数の事業（幹線/フィーダー

等の区分）を実施している場合には、事

業ごとにシートを作成する。

車両減価償却費国庫補助等を受

けている協議会については、生活

交通確保維持改善計画の目標に

対する達成状況も記載する。

「系統名」・「運行区間」・「運行便数」・「運賃」

等を記載する。

車両減価償却費等補助を受けている協議会

については【車両減価償却費等国庫補助】と、

公有民営方式車両購入費補助を受けている

協議会については【公有民営方式車両購入

費国庫補助】記載する。

前回の事業評価結果をどのように生

活交通確保維持計画に反映させた上

で事業を実施したのかを具体的に記

載する。

生活交通確保維持改善計画に基づく事業が適切に実

施されたかを３段階で評価するとともに、実施内容につ

いても具体的に記載する。

Ａ：事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施さ

れた。

Ｂ：事業が計画に位置づけられたとおりに実施されてい

ない点があった。

Ｃ：事業が計画に位置づけられたとおりに実施されな

かった。

【注意】計画を概ね実施している場合であっても、実施

されない点がある場合はＡ評価とはならない。

生活交通確保維持改善計画に位置づけられた定量的な目標・効

果が達成されたかを３段階で評価するとともに、事業実施の定量

的な目標・効果に対する達成状況を具体的に記載する。

（複数の目標が設定されている場合には、それぞれについて評価

を行う。目標を達成できなかった理由の分析についても記載。）

Ａ：事業が計画に位置づけられた目標を達成した。

Ｂ：事業が計画に位置づけられた目標を達成できていない点が

あった。

Ｃ：事業が計画に位置づけられた目標を達成できなかった。

【注意】目標を概ね達成している場合であっても、達成できていな

い点がある場合はＡ評価とはならない。

今後の改善点を具体

的に記載する。


